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	製品名: ヒストンH2A.Xウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	ヌクレオソームのサブセットにおいて、従来のヒストンH2Aを置換する変異ヒストンH2A。ヌクレオソームはDNAをクロマチンに包み込み、凝縮することで、DNAを鋳型として必要とする細胞機構へのDNAのアクセスを制限します。これにより、ヒストンは転写制御、DNA修復、DNA複製、そして染色体の安定性において中心的な役割を果たします。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Histone H2A.X 抗体を使用した PC-12 溶解物中の Histone H2A.X のウェスタン ブロット分析。
	

	ヒストンH2A.X抗体を用いた3T3、Helaライセート中のヒストンH2A.Xのウェスタンブロット分析
	

	ヒストン H2A.X 抗体と DAPI (青) を使用した HL-60 中のヒストン H2A.X (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	ヒストン H2A.X 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

